
短期特別課題 漢字かな交じり書を学ぶ

調
和
体
を
書
く
（
３
）

　
　
　
　
　
　
　締
切
り

　三
月
二
十
五
日
（
必
着
）

−  4  −

◆ 

書
道
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
大
別
し
て
「
漢

字
」「
か
な
」
「
漢
字
か
な
交
じ
り
書
」
の

三
つ
が
あ
り
ま
す
。

◆ 

現
代
日
本
の
文
章
表
現
は
全
て
漢
字
か
な

交
じ
り
書
で
す
が
、
こ
こ
で
は
芸
術
的
創

作
作
品
を
指
し
、「
調
和
体
」
「
近
代
詩
文
」

と
し
て
書
道
展
の
一
部
門
を
占
め
て
い
ま

す
。

◆ 

読
め
る
書
と
し
て
近
年
人
気
を
高
め
て
い

ま
す
が
、
古
典
と
い
わ
れ
る
も
の
が
な
い

故
に
書
法
は
ま
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
各

団
体
で
新
和
様
・
新
書
芸
な
ど
の
い
ろ
い

ろ
な
呼
称
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

◆ 

今
回
の
お
手
本
は
、
前
会
長
奥
村
憲
照
先

生
が
（
財
）
日
本
書
道
教
育
学
会
に
関
係

し
て
い
た
頃
の
新し

ん
わ
よ
う

和
様
の
お
手
本
で
す
。

本
誌
初
登
場
で
す
。

◆ 

読
め
て
か
つ
、
書
格
の
高
い
作
品
を
目
指

し
て
研
究
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

〔
読
み
〕

　春
し
ゅ
ん
ぷ
う

風
以
て
人
に
接
し

　秋
風
以
て
自
ら
つ
つゝ
し
む

〔
解
説
〕

①
可
読
性
を
大
切
に
。

②
変
体
仮
名
・
連
綿
は
な
る
べ
く
控
え
る
。

③
構
成
を
工
夫
し
て
み
よ
う
。

※ 

「
○
○
書
」
は
ご
自
分
の
名
を
お
書
き
下

さ
い
。

奥

　村

　憲

　照

　先

　生

　書

▼ 

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
㎜
×
一
八
二
㎜
）
以

下
の
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。
用
具
は
自
由
で
す
。

（
黒
色
に
限
る
）

▼ 

毛
筆
部
＝
半
紙
に
書
い
て
下
さ
い
。（
筆
ペ
ン
可
）

▼ 

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
が
、
出
品
は
硬
・

毛
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

□□ 作品の出し方

▼ 

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・

硬
筆
規
定
の
成
績
（
毛
筆
の
場
合
は
毛
筆
漢
字
の

成
績
）
を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼ 

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に

掲
載
し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
発
表
は
し
ま

せ
ん
。



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　3 月25 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

岡
おか

　田
だ

　龍
りゅう

　芳
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙
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★
私
達
は
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
（
一
九
〇
七
〜
一
九
六
四
）

　
　ア
メ
リ
カ
の
海
洋
生
物
学
者
・
評
論
家

　一
九
六
二
年
に
発
表
し
た
「
沈
黙
の
春
」

は
、
環
境
汚
染
の
進
ん
だ
極
限
状
況
の
町
を

描
写
し
て
い
ま
す
。
合
成
殺
虫
剤
や
除
草
剤

な
ど
の
化
学
薬
品
に
よ
る
環
境
汚
染
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
た
の
で
す
。
人
間
は
数
種
の
虫
を

退
治
す
る
為
に
、
自
分
自
身
の
体
を
危
機
に

陥
れ
て
い
る
事
を
認
識
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

◆
４
月
課
題
予
告
（
行
書
）

　運
命
が

　カ
ー
ド
を
混
ぜ

　我
々
が
勝
負
す
る

　

★
善
く
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　福ふ

く
な
が
た
け
ひ
こ

永
武
彦
（
一
九
一
八
〜
一
九
七
九
）

　
　小

説
家
「
別
れ
の
歌
」
よ
り

　た
と
え
短
い
人
生
で
も
、
自
分
の
人
生
が

本
当
に
よ
く
生
き
た
人
生
で
あ
っ
た
か
は
、

自
分
自
身
で
は
よ
く
分
か
ら
な
い
も
の
で

す
。
死
後
、
人
々
が
評
価
す
る
も
の
で
し
ょ

う
。「
あ
の
よ
う
な
人
生
を
自
分
も
送
り
た

い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
様
で
あ
れ
ば
、
最

高
の
人
生
で
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

◆
４
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　人
間
は
意
欲
す
る
事

　創
造
す
る
事
に
よ
っ
て

　幸
福
を
感
じ
る

　▼
教
範
・
書
範
＝
行
草
ま
た
は
草
書

　▼
師
範
＝
行
書

　 ▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
楷
書
」
で
、
師
範
は
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎ 

今
月
は
行
書
で
比
較
的
書
き
や
す
い
書
体
で
す
。
ペ
ン
圧
も
ペ
ン
の
運
び
も
軽
く
な
め
ら
か
に
し
て
、
常
に
連
意
を

考
え
、
か
な
と
の
調
和
も
し
っ
く
り
と
な
る
よ
う
心
が
け
練
習
し
よ
う
。

同
字
変
化



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　3 月25 日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

田
た

　中
なか

　貴
き

　光
こう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙
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〔
句
解
〕
水
量
の
増
し
た
早
春
の
川
に
白
魚

が
泳
ぎ
ま
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
透
き
通
っ
た

体
の
色
は
、
ま
る
で
水
そ
の
も
の
が
動
い
て

い
る
か
の
ご
と
く
見
え
る
。

〔
鑑
賞
〕
白
魚
の
美
の
本
質
を
ず
ば
り
と
言

い
当
て
た
句
で
あ
る
。
白
魚
そ
の
も
の
に
レ

ン
ズ
を
絞
り
、
そ
の
繊
細
な
美
を
真
正
面
か

ら
写
し
と
っ
た
点
に
特
徴
が
あ
る
。

〔
古
筆
参
考
〕

〔
解
説
〕「
白
」
は
、
右
側
の
縦
線
の
最
後
を

少
し
左
方
向
に
書
く
と
最
後
の
点
が
引
っ
掛

け
易
い
。

◆
４
月
課
題
予
告

　菜
の
花
や
淀よ

ど

も
桂

か
つ
ら

も
忘
れ
水み

づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
池い

け
に
し
ご
ん
す
い

西
言
水
）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

白
魚う

を

や
さ
な
が可

ら
動有

こ

く
水み

川

の
色以

ろ

白
魚
や
さ佐

な奈

が可

ら羅

動う
こ

く九

水
の乃

色意
ろ

白し
ら
う
を魚

や
さ
な
が
ら
動
く
水み

づ

の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小こ

に
し
ら
い
ざ
ん

西
来
山
）

（州）

佐さ羅ら有う以い意い



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り

　三
月
二
十
五
日
（
必
着
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　簗や

な

　瀬せ

　舟
し
ゅ
う

　香こ
う

　書

〔古筆参考〕

一
いち

 条
じょう

 摂
せっ

 政
しょう

 集
しゅう
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〔
歌
意
〕
今
日
が
い
よ
い
よ
春
の
最
後
の
日

で
あ
る
と
思
う
と
、
永
い
は
ず
の
春
の
日

も
、
ほ
ど
な
く
暮
れ
て
し
ま
う
心
地
が
し

て
、
惜
別
の
念
に
堪
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

〔
出
典
〕
山
家
集

〔
解
説
〕

　
　の

き支

こ
え盈

け
る

あ
と
た多

え
て
ほ本

ど
へ
に尓

け
る
を
こ
れ
よ
り利

も

し
ら
ぬ
く
も
ゐ
や
い
づ
こ
な奈

る
ら
む无

　
　を
む无

な奈

の
、
と
を
お
し
た多

て
ゝ
い
り利

　
　に二

け
れ
ば
、
あ
し
た多

に尓

さ
な奈

が可

ら
も
つ
ら
き支

心
は盤

お
ほ保

し
ま万

の
な奈

る

　と
を
た多

て
し
ほ本

ど
の
わ
び日

し
さ散

　
　
　
　か可

へ
し

・ 

㋑
と
㋺
、
㋑
と
㋬
、
㋑
と
㋠
呼
応

　
　
　

㋩
と
㋬
、
㋩
と
㋠
、
㋥
と
㋬
、
㋥
と
㋠
そ

れ
ぞ
れ
呼
応
。

・ 

中
央
の
余
白
大
切
。

・ 

●
行
の
密
と
密
の
動
き
大
切
。

・
↓

指
向
性
、
○ヽ
点
の
位
置
重
要
。

◆
４
月
課
題
予
告

　露
お
も
み
園そ

の

の
な
で
し
こ
い
か
な
ら
ん

　あ
ら
く
見
え
つ
る
夕ゆ

ふ
だ
ち立

の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

け今

ふ日

の
み
と
思お

も

へ遍

ば八

な奈

が可

き
春八

る

の能

日飛

も

ほ本

ど
な奈

く
暮
る
ゝ
心
地
こ
そ
す
れ



は が き 課 題

※
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　3 月 25日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　作
品
の
出
し
方

■
　

 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　

 

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　

 （
黒
色
に
限
る
）

■
　両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  8  −

本
日
は
同
窓
会
の
ご
案
内
を
い
た
だ
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
青
春
時
代
を

過
ご
し
た
日
本
で
久
し
ぶ
り
に
皆
様
に

お
目
に
か
か
れ
る
と
思
う
と
、
感
慨
も

一ひ
と
し
お入
で
す
。
是
非
出
席
い
た
し
ま
す
。

今
か
ら
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。



一
般

部
毛

筆
漢

字
課

題
締

切
り
　

3
月

2
5

日（
必

着
）

〔
読

み
〕

春 し
ゅ

ん
す

い

水
四 し

澤 た
くに

満 み

つ

〔
大

意
〕

春
に

な
り

雪
解

け
水

が
沢

を
満

た
し

て
い

く
。

奥
おく

  村
むら

  暢
のぶ

  之
ゆき

  臨

須
す

  田
だ

  一
いち

  葉
よう

  書 新入から１級まで（楷書）

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

書
譜

（
６

８
７

）　〔
筆

者
〕

孫
過

庭
（

６
４

８
？

～
７

０
３

？
）

〔
読

み
〕

吏
に

（
趨 お
も

むき
）

時
に

適 か
なう

は
、

行
書

を
（

妥
だ

と
）

為
な

す
。

−  9  −

　　

 吏

　　　　

  適

　　

 

　
時

　　　　

 行

　　　　
書

　　

 

　
爲



一
般

部
毛

筆
か

な
課

題
締

切
り
　

3
月

2
5

日（
必

着
）

〔
出

典
〕

松 ま
つ

お
ば

し
ょ

う

尾
芭

蕉

〔
句

意
〕

  ふ
だ

ん
は

気
に

も
止

め
な

い
垣

根
の

根
元

に
、

よ
く

見
る

と
薺 な
ず

なの
花

が
目

立
た

ず
ひ

っ
そ

り
と

咲
い

て
い

る
。

よくみれば薺
なつな

花
はな

さく垣
かき

ね
年

か
閑

な
那

浅
あさ

  井
い

  機
き

  山
ざん

  先  生  書

　　

新入から１級まで

準初段から師範まで

〔
出

典
〕

若 わ
か

や
ま

ぼ
く

す
い

山
牧

水

〔
歌

意
〕

  う
ら

う
ら

と
照

り
か

が
よ

う
光

の
中

に
、

ほ
の

か
に

け
ぶ

り
あ

っ
て

咲
き

し
ず

も
っ

て
い

る
、

山
桜

の
花

は
。

うらうゝらゝと照れる光に
耳

けぶりあひて

　　　　
咲

さ

き
支

しづもれ
連

る山桜
さく羅

花
者奈

■両課題とも文字の変換、ちらし方は自由です。

−  10  −



一 般 部 毛 筆 細 字 課 題

樋
とい

　田
だ

　玲
れい

　華
か

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り

　三
月
二
十
五
日
（
必
着
）

　
　半

　切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　田た

　蒼そ
う

　仙せ
ん

　書

半紙（３３４mm ×２４０mm）

−  11  −

〔 

条
幅
解
説
〕
単
体
で
あ
っ
て
も
孤
立
す
る
事
な
く
、
気

脈
を
通
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
温
雅
な
作
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
余
白
と
穏
や
か
な
運
筆
を
心
が
け
ま
し
た
。

　
　い・

よ
い
よ
来
月
か
ら
ア・

メ
リ
カ
で
す
ね

　
　準

備
は
ど
う
で
す
か

　不・

安
も
多
い

　
　こ

と
で
し
ょ
う
が
何・

か
出
来
る
事
が

　
　あ

れ
ば
遠・

慮
な
く
お
聞
か
せ
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

ご
自
分
の
氏
名
） 

 

　・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■ 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■   

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

　

 

ま
す
。

■ 

書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

〔
大
意
〕
雲
が
崩
れ
て
峰

が
あ
ら
わ
れ
、
林
花
が
枯

れ
お
ち
て
肥
料
と
な
り
、

た
め
に
草
花
が
生
じ
る
。

初
出
品
の
方
へ

　

 

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

雲
う

ん

え

い

だ

ん

じ

き

た

っ

て

ほ

う

え

い

い

で

影

断

来

峰

影

出

林
り

ん

か

お

ち

つ

く

し

て

そ

う

か

し

ょ

う

ず

花

落

盡

草

花

生



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　3 月25 日（必着）

よ

　
　う

　
　年

小

　一

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　三み

　宅や
け

　容よ
う

　玉
ぎ
ょ
く

　書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  12  −−  13  −

つ
ち

１

１

１

１

１

２

１１

２

１

２

２

２

２

３

な
か

３４５

３

４

２

３

３



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　3 月25 日（必着）

小

　三

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

小

　二

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

−  12  −−  13  −

ひ
だ
り

な

つ
か

さ
か
な

ま
え

か
な

し
た



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　3 月25 日（必着）

小

　五

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

　
　
　
　小

五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

四
年
以
上

　岡お
か

　嶋じ
ま

　桂け
い

　川せ
ん

　書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小

　四

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

−  14  −−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

（
ま

　い　

ご
）

い
ぬ

シ
ュ
ウ

ジ
ュ
ウ

ヘ
ン

ミ
ン

ホ

ま
つ

ダ
イ

セ
イ

コ
ウ

※
迷ま

い

子ご

＝
単
語
と
し
て
こ
の
よ
う
に
読
み
ま
す
。

１ ２ ３



教育部硬筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　3 月25 日（必着）

中

　一

　年

　
　
　（
行
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

小

　六

　年  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

中  

二  

・ 

三  

年

　
　（
行
書
）

−  14  −−  15  −

セ
ッ

セ
ン

ハ
ク

ネ
ツ

シ

あ
い

エ
ン

チ
ョ
ウ

※
部へ

や屋
＝
単
語
と
し
て
こ
の
よ
う
に
読
み
ま
す
。



−  17  −

▼小三年以下の課題　　杉
すぎ

　浦
うら

　恵
けい

　翠
すい

　書

◎
お
手
本
は
つ
け
ペ
ン
使
用

▼小四年以上の課題　　大
おお

　﨑
さき

　水
すい

　愁
しゅう

　書

習っていない漢字は
　　　　ひらがなで書いてもよろしい。

しめきり　3 月 25 日（必着）

　
　
　
　◇

作
品
の
出
し
方

一
、
選
定
用
紙
（
五
行
・
四
行
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

一
、  

作
品
に
は
、
支
部
名
（
校
名
）
学
年
、
氏
名
を
書
き
入
れ
て

下
さ
い
。

一
、
筆
記
用
具
は
自
由
で
す
。（
黒
色
に
限
る
）

一
、    

四
行
用
紙
を
使
用
し
て
も
よ
ろ
し
い
。
そ
の
場
合
は
、
文
章

を
適
当
に
短
く
し
て
下
さ
い
。

一
、
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

一
、  

支
部
会
員
は
、
出
品
ラ
ベ
ル
を
必
ず
貼
っ
て
下
さ
い
。
貼
っ

て
い
な
い
方
は
新
入
と
み
な
し
ま
す
。

−  16  −

◎
お
手
本
は
え
ん
ぴ
つ
使
用

わ

や

え
ん

こ

い

ち
ょ
う

せ
ん

ま

づ
く

こ
う

き

は
な

み

む
ぎ

こ

ね



教
きょういくぶ

育部毛
もう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　3月 25 日（必着）

−  17  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
二
年

　
　玉た

ま

　樹き

　小
し
ょ
う

　華か

　書

−  16  −



教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　3月 25 日（必着）

−  18  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

三
〜
小
五
年

　
　水み

ず

　野の

　香こ
う

　竹ち
く

　書

−  19  −



−  18  −

教育部毛筆課題　　　　　　　　　　　しめきり　3月 25 日（必着）

−  19  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

六
〜
中
二
・
三
年

　
　奥お

く

　村む
ら

　暢の
ぶ

　之ゆ
き

　書




